
令和８年度 第１回学校運営協議会 報告 

 

１ 目的 

今年度の学校経営計画に基づいた指導成果指標、各分掌の重点目標や各種取組内容等の計画に

ついて協議する。また委員の方々から本校の学校運営に関する御意見等を頂戴し、地域に開かれ

た特色ある学校づくりをより一層推進するとともに学校活性化のための方策について共に考え、

本校教育の充実・発展に寄与する。 

 

２ 日時 

  令和８年６月１日（月）10:30～11:20 

 

３ 場所 

  本校中会議室 

 

４ 出席者 

  委  員  斎 藤 芳 里  様（二子町振興協議会専務） 

委  員  佐 藤 満 義  様（北上工業クラブ会長） 

委  員  小 山 真 一  様（代理出席 北上市商工部 産業雇用支援課長） 

委  員  菅 原 浩 一  様（北上地区電気工事業協同組合理事長） 

  委  員  菊 池 正 幸  様（北上市立上野中学校長） 

委  員  柴 田 智 子  様（北上市立二子小学校長） 

  委  員  千 葉 政 芳  様（本校ＰＴＡ代表） 

 

  委  員  八重樫 博 之  様（岩手県建設業協会北上支部長） 

  委  員  髙 橋   剛  様（北上市商工部長） 

  委  員  後 藤 則 夫  様（本校同窓会代表） 以上３名は所用により欠席されました。 

 

【本校職員】 

  校   長  尾 﨑 芳 彦 

  副 校 長  篠 原 信 孝 

  副 校 長  佐々木 直 人 

  事 務 長  坂 本 奈都子 

総務主任  阿 部 正 孝 

 

５ 次第及び内容（要旨） 

（１）開会 

（２）学校長挨拶 

    日頃より本校教育活動に際し、御理解・御協力を賜り感謝申し上げます。 

４月８日の入学式では全日制１３１名、専攻科６名を迎え、総計４１６名でスタートしまし

た。４月からこれまでの間、対面式や部紹介、応援歌練習、生徒総会、そして昨日までの高

総体と充実した日々を送ってまいりました。結果につきましては後程、説明させていただき

ます。今後は前期中間考査、校内スポーツ大会、各種資格試験も予定されております。 

本日は役員の選出、学校経営計画の協議を始め、学校概況、教育活動の現状と課題を報告さ

せていただきます。委員の皆様からは忌憚のないご意見等を頂きますようお願いします。 



（３）委員辞令交付 

    ９名の委員の方へ委嘱した。 

（４）自己紹介 

（５）協議 

  １）役員の選出 

「岩手県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第５条により本協議会の

会長及び副会長を選出。 

会 長 には 斎 藤 芳 里 委員が、 

副会長 には 佐 藤 満 義 委員が選出された。 

２）令和８年度学校経営計画【校長】 

   本来であればご承認いただいてから学校運営すべきところであるが、既に教育活動は始ま 

っている。その点はご理解をいただきたい。 

   基本的には昨年度と大きく変更はない。大きな１～３は変更なし。４目指す学校像、（１） 

今年度の重点目標ア～カの目標値は紙面のとおり変更しており、根拠を説明。（２）取組方 

針は変更なし。５業務量管理・健康確保措置は今年度から追加したものである。 

充実した学校生活を送るための学校経営を実践していきたい。 

  【委員Ｂ】 

     ４目指す学校像、（１）今年度の重点目標 ウ の欠席率２％以内は厳しいのでは。 

      → 長欠者もそれほど多くはなく、一部ではケガや入院、その他事情のある生徒は 

いるが、あえて厳しめの目標値とした。 

【委員Ｄ】 

公務員の進路状況は 

 → 昨年の実績は北上市役所（土木）１、花巻中央消防１、岩手県職員（土木） 

岩手県警１、一般曹候補生１ 

   目標設定はないが、希望する生徒へ対応・支援していく。 

【委員Ａ】 

資格取得の改善方策は 

 → 例年どおりの朝、放課後の課外を強化する。技能については地元企業からの支

援もいただいて対応していく。 

【委員Ｇ】 

県内就職８０％の方策は 

 → 地元企業との係わりを活用する。セミナー、企業からの出前授業、企業見学等

の事業を確実に実践し生徒の地元への意識を醸成していく。 

【委員Ｂ】 

テクノメッセにおいても企業との接続の機会として欲しい。出展もお願いしたい。 

  【委員Ｇ】 

     ＰＴＡとしても目標達成のために協力していきたい。 

 

原案のとおり承認された。 

（６）報告 

  １）令和８年度学校概況【副校長】 

    ・在籍者数 

・通学方法及び通学状況 

・出身中学校及び出身中学校別在籍者数（全日制）、出身地域別在籍割合 

・部活動加入者数 



【委員Ｃ】 

いわて留学で入学した４名の様子は 

→ 欠席することなく登校している。各学科での学びを希望した生徒であり順調に 

学校生活を送っている。 

２）教育活動の現状と課題【副校長】 

  ・総務、教務、生徒指導、厚生、教育支援相談及び専攻科より昨年度の取組実績と今年度の

取組計画の内容等 

  【委員Ａ】 

     自転車での登下校に気を付けてもらいたい（スピードが出ている）。 

     → 生徒指導部から指導する。 

  【委員Ｃ】 

     クマの影響は。 

     → 村崎野駅周辺で目撃情報は数件あった。スプレーの活用も含めて注意喚起する。 

３）その他 

    【副校長】 

      「黒工 我らの軌跡 No1～2」の紹介、インターハイ出場を決めた部活動（弓道、ボク 

シング、ローイング、ソフトテニス、バスケットボール）を紹介。 

（７）委員の皆様から（提言、指導・助言等） 

【委員Ａ】 

     黒工の学校活動を幅広くＰＲして欲しい。私の子供は卒業生であり、進学もできることを

発信して欲しい（塾等へも）。 

     生徒には地域活動をもっとして欲しい。 

   【委員Ｂ】 

     北上川ＮＷ事業の有給インターンシップには多くの生徒にきてもらいたい。 

     いわて留学のＰＲには実際に入学した生徒の声を入れたらどうか。後輩の中学生にも伝わ

ると思う。 

   【委員Ｃ】 

     半導体工学科（仮称）へ多くの生徒が入って欲しい。ＰＲをお願いしたい。 

   【委員Ｄ】 

     工事により道路が広くなった。自転車レーンあると思うが注意して欲しい。 

     部活動の送迎は 

     →①保護者、②公共交通機関、③貸し切り自動車等、④職員の私用車 の順位で対応して

いる。 

【委員Ｅ】 

     進路状況も知りたかった。中学校での説明会はよろしくお願いします。 

     部活動はこの規模はやっていくのか。 

     → 進路状況はその場で資料を手交。部活動は部員が少ない部もあり、校内規定により見

直しを行っていくことになる。 

【委員Ｆ】 

     昨年は出前授業に来ていただいた。今年度もお願いしたい。 

【委員Ｇ】 

  これから夏休みに向かうが、生徒指導をよろしくお願いします。先生方も研修会等へ参加 

されて欲しい。」 

 

（８）閉会 


